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1. 研究背景 

 今日もはや単に長生きするのではなく、健康寿命を延ばし、生活の質を向上させること

が重要な課題となっている。このような中で、社会参加は高齢者のネックワーク作りや心

身的健康を維持するための一つの有効な方法・手段であることが報告されてきている。社

会参加、対人的ネットワークと孤独感の関連性がいくつかの研究で指摘されている。本研

究では、地域在宅高齢者の社会的な活動のうち自主的な社会活動に注目し、自主活動が身

体的・精神的・社会的健康に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 

2. 対象と方法 

東京都健康長寿医療センター研究所と A 町役場保健センターが共同で実施した郵送調

査結果を許可を得たうえで分析に用いた。本研究では、2007 年に埼玉県 A町の 55 歳から

84 歳の住民から無作為抽出された 2123 人に対し行われた、各種の社会活動、総合的移動

能力、抑うつ尺度 K6、情緒的および手段的サポートの状況などの郵送調査結果および 3

年後の 2010 年に同対象に同様に実施された調査結果を分析した。 

総合的移動能力を身体的健康指標、抑うつ尺度 K6 を精神的健康指標とした。社会的健

康指標としては社会的ネットワークのうち社会的サポートネットワークに注目し、社会的

サポートネットワークの指標として、情緒的サポートおよび手段的サポートをしてくれる

人の数をそれぞれの指標とした。自主活動の指標としては、地域行事への参加、老人会活

動、趣味の会など仲間うちの活動、社会福祉・ボランティア活動、特技や経験を他人に伝

える活動、消費者団体・自然環境保護などの活動について、それぞれの頻度を指標とした。 

総合的移動能力については、低下をイベント発生とした二項ロジスティック分析にて、

その他の健康指標については共分散分析にて健康指標と自主活動との関連を検討した。 

3．結果と考察 

 ベースライン調査にて分析項目全てに回答した者は男性 376 人、女性 371 人で有効回答

率 35.2％であった。また、2010 年の調査にて分析項目全てに回答した者は男性 290 人、

女性 306 人で追跡率は 79.8％であった。男女ともひとりで外出できる者の割合は年齢階層

が上がるに従って少なくなっていた。ベースライン調査において抑うつ症状があるとされ

る K6 が 5点以上の者の割合は、男性が 18.4％、女性が 27.0％と女性の方が有意に多かっ

た。手段的サポートの得点と年齢区分の間には男女とも有意な関連はみられなかったが、

女性の情緒的サポート得点は、75 歳以上は 55〜64 歳に対し有意に低かった。自主活動で
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は、地域行事への参加は、女性では年齢区分が上がるに従い少なくなっていた。老人会へ

の参加は、男女とも年齢区分が上がるにつれ増加していた。趣味の会、ボランティアへの

参加、特技や経験の伝授は、男性では、ほとんど参加しない者の割合が年齢区分があがる

につれ少なくなっていた。 

 総合的移動能力は、性・年齢の調整後も、趣味の会にほとんど参加しない群ではよくす

る群に対し低下のリスクが有意に高かった（RR=4.18）。抑うつ度は、老人会によく参加す

る群は、ほとんど参加しない群より有意に改善する関係がみられた。情緒的サポート得点

の変化では、老人会にほとんど参加しない群に対し、時々参加する群が、趣味の会にほと

んど参加しない群に対しよく参加する群が情緒的サポートの増加と有意に関連していた。

手段的サポート得点の変化では、趣味の会、特技や経験の伝授、消費者団体・自然環境保

護の活動が有意に手段的サポート得点の増加と関連していた。 

 本研究の結果、老人会や趣味の会によく参加することは、高齢者の総合的移動能力、抑

うつ度および社会的ソーシャルネットワークに好ましい影響を与えることが明らかにな

った。 
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